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機器・設備の耐震多様性の有効性およびロバストネスの定量的評価を，国内 11 地点における実際の地震環境

を踏まえて検討を行ったので，その効果について報告する。 
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1. はじめに 

原子力発電所の重大事故等の対処設備は，設置の方向や免震などを含めた耐震多様性を図ることで共通原

因故障のリスクを低減させることが重要であることが指摘されている 1)。著者らの既往検討では耐震機器と

免震機器から成る 2 基の並列システム(図 1)を対象とした確率論的リスク評価によって，規模と位置がランダ

ムな地震環境における耐震多様性の有効性評価 2)，設計応答スペクトルを超過した様々な地震動に対するロ

バストネスの評価 3)を報告した。本検討では国内 11 地点における実際の地震環境を踏まえて，2 基および 3

基の並列システムの耐震多様性の有効性およびロバストネスについて検討を行った。 

2. 耐震多様性とロバストネスの評価手法 

防災科学技術研究所の公開データ 4)を基に対象地点

から半径 400km 内の地震環境を考慮する。耐震機器と

免震機器の固有周期はそれぞれ 0.3 秒と 3.0 秒とし，

各機器耐力は，地点毎に年超過頻度 10-5 の一様ハザー

ドスペクトルに対して設計されていると仮定する。機

器応答は，距離減衰式 5)を用いて周期間相関 6)を考慮

した応答スペクトルによって評価し，応答が耐力を超

過した時に機能喪失する。耐震多様性の有効性は半径

400km 内の全地震に対して評価し，ロバストネスは規

模と距離を仮定した個別地震に対して評価する。 

3. 結論 

11 地点全てで耐震多様性の有効性が確認でき，海溝

型地震の影響が大きい地点(十勝，東京)では有効性が

顕著に見られた(図 2)。また，想定を超える様々な地震

動に対して，同システムのロバストネスが確認できた。 
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図 1 2 基の並列システムの FT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 耐震多様性の評価結果 
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